
（別紙３）

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 24 （回答者数）
18

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童を飽きさせないように、新しい活動や遊びを考える時間

を持ちます。

2

左記の考え方を維持して、今までしてきている事を継続して

行います。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

もう一つの和式トイレは広いので改修すれば、介助しやすく

なるので、改修を検討しています。

2

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ベストライフ歩

○保護者評価実施期間
2026年　1月　12日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

トイレは洋式と和式の２箇所あります。介助が必要な場合

は、洋式トイレを使っています。しかし、少し狭く、介助の

質が低下する恐れがあり、改善が必要であると考えていま

す。

現状のトイレでは、バリアフリーの考えが欠けています。

作業療法士を中心に、活動内容を選定しています。巧緻動作

や日常生活動作に繋がるような運動や遊びを考えて実践して

います。

児童に「させる」のではなく、自ら「やりたい」と思っても

らえるように、楽しく魅せるようにしています。

毎日、生活空間の掃除をしっかり行っています。また床・ド

アノブ・おもちゃ・療育で使う物などのアルコール消毒も毎

日行っています。

感染症にかかりやすい児童もおられるので、清潔な環境を心

がけています。

事業所における自己評価総括表公表


